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建築物石綿含有建材調査者
資格制度と現状

一般財団法人 日本環境衛生センター

緒方健太
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制度創設の背景

http://www.mlit.go.jp/common/001065328.pdf

国土交通省 第6回アスベスト対策部会・配布資料から抜粋
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制度創設の背景

○ 国土交通省では、社会資本整備審議会建築分科会
アスベスト対策部会（以下「社整審」）において民間建築物
の石綿実態調査の本格実施のための環境整備について検
討。特に、建築物のアスベスト調査者の育成について、先
行的に検討。その結果、新たな資格制度の創設が決定。

○ 社整審における検討を踏まえ、｢建築物石綿含有建材調
査者登録規定」（以下「講習登録規定）を告示で制定。（平
成25年7月30日告示）

http://www.mlit.go.jp/common/001005961.pdf

国土交通省 HPより引用・加筆

制度のフロー
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国土交通省 登録講習機関 受講者

①公告

②登録

③講習

④交付

＜制度の概要＞

① 国土交通大臣は講習登録規定を公告する。

② 国土交通大臣は、機関からの申請に基づき、適切な講習を実施で
きる体制を確保するための要件に適合する機関を講習機関として
登録する。

③ 登録講習機関は、講義、実地研修、修了考査を含む講習を行う。

④ 登録講習機関は、講習を修了し修了考査に合格したものに修了証
明書を交付する。

http://www.mlit.go.jp/common/001005961.pdf

国土交通省 HPより引用・加筆

公的資格
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受講資格
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建築に関する知識及び経験を有する者

－大学や短期大学などにおいて、建築学などの課程を修めて卒業した
後に、建築に関し一定以上の実務経験を有する者

（２～７年以上：区分により異なる）

－建築に関し一定以上の実務経験を有する者（11年以上）

例）建築物の設計、建築物の工事監理、建築工事の指導監督、
建築一式などの施工監理、設計図書と密接に関わる工事監理など

－建築行政に関して一定以上の実務経験を有する者

石綿含有建材調査に関する実務経験を有する者

－石綿含有建材の設計図書調査、現地事前調査など（５年以上）

石綿作業主任者、作業環境測定士などの有資格者に限る

http://www.mlit.go.jp/common/001005961.pdf

国土交通省 HP参考

講義の内容（１日目、２日目）

• 第１講座 建築物石綿含有建材調査に関する基礎知識

• 第２講座 建築一般、図面の読み方、情報入手

• 第３講座 現地調査の実際と留意点（調査・分析）

• 第４講座 建築物石綿含有建材調査報告書の作成

• 第５講座 その他石綿含有建材（成形板など）の調査

5

２日間
１１時間１５分
・テキスト
・パワーポイント
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建築物と石綿関連疾患

• 建築物による石綿関連疾患

• 文具店での中皮腫発症の事例

• 日本の建築物における中皮腫・肺がん発症の事例

「吹付け石綿のある部屋・建物・倉庫などでの作業
（建設業以外）」による中皮腫・肺がんについては、
2007（平成19）年度以前に42名、
2008（平成20）年度に11名と、過去 53名に及んでい
る。

6

Pick Up

建築物石綿含有建材
調査報告書の作成

• 現地調査総括票は、調査した建築物
の吹付け材（レベル1）および
保温材・断熱材・耐火被覆材
（レベル2）の石綿含有建材の有無
についての調査報告書の一部である。

• アスベスト台帳の整備

自治体では現地調査総括票を元に建
築物データベースを保存。

7

担当者名

は所有者記入個所 ・該当する選択肢を○で囲む、不明の個所は「不明」と記入のこと

・石綿含有建材の事前調査結果の記録は40年間保管すること

■　建築物の概要

　RC造　・　S造　・　SRC造

　　階、PH　　階、B　　階　　　耐火・準耐火・その他

氏名

調査者
記入欄

所有者への

ヒアリングの

有無

備考
(特記事項等)

■　所有者情報提供依頼概要

 竣工図・仕上表・矩計図・その他（　　 　 　　　　　図）

■　今回調査の概要

登録番号

■　今回調査個所

棟・階 部位 材料名 レベル 調査手法 劣化度 参照頁

例)○棟○階 （注１） （注2） （注3） 目視・採取 （注4） 個票頁数 現場の特異性等

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

部位 材料名 レベル 調査手法 劣化度 参照頁

梁、柱､･･･ （注2） （注3） 目視・採取 （注4） 個票頁数

目視・採取

目視・採取

（注1）

（注2）

（注3）

（注4） 「3.6.3石綿の劣化に関する記録」を参照し、判定する。

■ 今回調査できなかった箇所

棟・階※ 推定部位 推定材料名 参照頁

※

■　調査者から今後の維持・管理のためのアドバイス（石綿が検出された場合に記入）

維持

環境調査

対策

措置

その他

□　自治体記載欄

今回調査箇所と同様に記載する。

調査会社名 分析会社名

調査会社住所･TEL 分析会社住所・TEL

　無

所有者へのヒアリングの
実施の有無

(23)石綿処理歴-2
 無 ・ 有（除去・封じ込め・囲い込み）　（　　年　月）

（部屋名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(15)調査
機関実施
の場合の
み記載

調査会社名 　無     　　　　　　　　　　　　　　　竣工　　　　年　　　　月

調査時期 (20)改修工事歴-1

調査者記入欄

　有　（平成　　年　　月　　日）

(16)調査報告書の有無 　無　・　有　（前回の調査報告書写しを本書に添付のこと）

(22)石綿処理歴-1

(21)改修工事歴-2

 不明 ・ 無 ・ 有（除去・封じ込め・囲い込み）（平成　年　月）

（部屋名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 改修工事（　　 　年　月）　（部屋名：    　　 　　　　　）

 不明・改修工事（平成　年　月）　（部屋名：　　　　）　平成　　年　　月　　日

(2)棟名称 (9)検査済証交付日・番号

(3)建築物所在地 (10)増改築の履歴

(7)連絡先（TEL） (13)延べ床面積

(6)所有者住所

(4)建築物用途
(11)建築物構造

(5)建築物所有者

(12)敷地面積

現地調査総括票
自治体名 作成部署 連絡先

作成日(平成　　年　月　日) 最終回収日（平成　　年　月　日）

(1)建築物名称 (8)確認済証交付日・番号 昭和　　年　　月　　日付       第　　　　　　号

(14)石綿調査履歴

未調査　・ 自主判断　・ 調査機関実施　・ 不明

分析会社名

昭和　　年　　月　　日付       第　　　　　　号

分析結果

有無、種別、含有量

　有　（平成　　年　　月　　日）
　無

その他： (18)図面有りの場合

部屋名 分析結果

調査者氏名

所有者から得られた情報で必要と思
われる事項等

※調査会社は調査に関係する資格などがあればその証を、調査者は調査者登録証を、分析会社は各種登録証、資格証、結果報告書その他の写しを本書に添付のこと

備考

　　　　図面有り　・　図面無し　

　有（　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　図）

(17)図面の有無

有無、種別、含有量

現場の特異性等

備考

　増改築なし　･　増改築あり（昭和　　年　　月）

調査日 　平成　　年　　月　　日（　）　　：　　～　　：　　

地下機械室、エントランス、廊下、・・・

(19)建築確認申請図書
の有無

回答日（平成　　年　　月　　日）依頼日（平成　　年　　月　　日）

別添の「建材一覧表」から選定する。　※本「記入例」は便宜的に仕上がり材料名を記している。

想定されるレベルを必ず記載。レベルの定義は建設業労働災害防止協会編「石綿技術指針対応版　石綿粉じんへのばく露防止マニュアル」

（平成24年12月22日）に掲載されている分類による。石綿含有建材ではない場合「-」と必ず記入する。

例）PS,階段、EVシャフト、・・・ 　（　　　　　　）

竪穴区画

調査できなかった理由

　　　　　　　　　　（　　　　　　）

※本「記入例」においては、便宜的に部位欄の「天井」表記は天井仕上げ材および天井裏の見上げ上階の床下も兼ねている。

部屋名※ 備考

　　　　　　　　　　（　　　　　　）

http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/jutakukentiku_house_tk_000053.html

右表 国土交通省HPより引用
「建築物石綿含有建材調査マニュアル」講習会開催案内について

Pick Up
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実地研修（３日目）

• 実際の建築物について調査演習を実施（３時間程）

8

石綿含有建材が使用されている可能性が
高い場所について講師の説明を元に研修

研修の建築物について調査報告書をまとめる

 調査報告書の作成、口述試験課題として提出

修了考査（３つの試験）

口述試験（４日目：20分程度）
• 建築物石綿含有建材調査者は、建物の調査を実施し、調査

結果報告書の作成および建物所有者等への調査結果に関
する説明業務を担う。

• 口述試験では、面接形式により受講者の調査票の説明能力、
調査票に関する多分野の理解、調査者としての適性、石綿
に関する多分野での総合的理解、を評価する。

9

http://www.jesc.or.jp/info/asbestos/01.html
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修了考査（３つの試験）

筆記試験 （５日目：１時間）
• 建築物石綿含有建材調査者講習テキストに記載されている

内容に関する習熟度を評価する。

調査票試験 （５日目：１時間）
• 建築物石綿含有建材調査者の実務として、調査を実施する

際に的確に石綿建材を見極め、過不足のないレポートを作
成することを担う。

• 前提条件が与えられた架空の建物について、複数の写真を
参考とし、石綿含有建材調査者として必要とされる知識を総
合的な判断材料として、石綿含有建材と非石綿含有建材を
区別する能力を評価する。なお、判別する対象とされる石綿
含有建材は、吹付け材および保温材・断熱材に分類される
もの（いわゆるレベル１，２）を対象とする。

10

http://www.jesc.or.jp/info/asbestos/01.html

修了考査の合格基準

• 口述試験

• 筆記試験

• 調査票試験

11

各試験60%以上の得点で合格

３種の試験全てに合格

建築物石綿含有建材調査者
資格交付
（修了証明書、調査者登録証）
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講習修了後、修了者の方々が調査者として、よりいっそう活躍できるよう
石綿含有建材調査に関する知識、技術をサポートするプログラムを検討

●法改正や分析法改訂などの最新のトピックス
●調査の現場で役立つ、より実務的な知識やスキル

メールマガジン調査者限定 講演会

●石綿含有建材調査に関するＱ＆Ａ
●石綿関連の注目情報

Answer

12

修了者のフォローアップ制度

修了者の総数 396名（2015年 7月末現在）

修了考査の結果

平成25年度 修了者数 112名（合格率77.8%）

平成26年度 第１期 修了者数 74名（合格率60.9%）

平成26年度 第２期 修了者数 124名（合格率83.2%）

平成26年度 第３期 修了者数 86名（合格率60.2%）

全体の合格率 70.6％

※合格率は再試験者を除く

13
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修了者情報の公開

修了者の内、希望者は当センターHPにて公開

14

http://www.jesc.or.jp/info/asbestos/02.html
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北海道 北海道 23

青森県 6

岩手県 5

宮城県 15

秋田県 5

山形県 2

福島県 8

茨城県 1

栃木県 1

群馬県 3

埼玉県 14

千葉県 11

東京都 96

神奈川県 29

関東

東北

新潟県 7

富山県 2

石川県 6

福井県 4

山梨県 4

長野県 18

岐阜県 5

静岡県 7

愛知県 21

三重県 4

滋賀県 0

京都府 7

大阪府 37

兵庫県 12

奈良県 0

和歌山県 1

東海

近畿

北陸・
甲信越

鳥取県 1

島根県 1

岡山県 5

広島県 5

山口県 0

徳島県 1

香川県 1

愛媛県 0

高知県 1

福岡県 7

佐賀県 2

長崎県 5

熊本県 6

大分県 1

宮崎県 2

鹿児島県 3

沖縄県 1

中国

四国

九州

都道府県別の修了者情報
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• 建築物石綿含有建材調査者は石綿に関する知識を有
しているだけでなく、建築物の調査に関する実務に
精通しているアスベスト調査の専門家である。

• 石綿に関しては石綿が使われている建材に関する知
識を有し、建材の採取方法や分析技術、さらには分
析結果の解析力があり、石綿含有建材の維持管理方
法に関する知識を有している。

• また、建築物に関しては、意匠・構造・設備の知識
の他、建材や施工手順や工法に関する知識を有し、
設計図書や施工図などを読み解き、必要な情報を抽
出できる。

• さらに、石綿のもたらす社会的な危険性を理解し、
中立的な立場から精確な報告を行う力を有している。

16

調査者の役割と今後の活用

http://www.mlit.go.jp/common/001064663.pdf

国土交通省「建築物石綿含有建材調査マニュアル 平成26年11月」より引用

調査者の役割と今後の活用

• 通常使用の建築物の維持管理
石綿含有吹付け材

煙突石綿断熱材の適切な取扱い

• 国庫補助における活用検討
国土交通省 石綿調査・除去の国庫補助制
度を整備中

国庫補助に有資格者による調査の実施など
要件化を検討中

• 解体等の事前調査に活用
（石綿則改正 基発0423第6号）

17

http://www.mlit.go.jp/common/000223860.pdf

国土交通省 第6回アスベスト対策部会・配布資料
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日本経済新聞2015年4月21日 毎日新聞2015年4月26日

メディア掲載情報
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平
成
27
年

平
成
28
年

九州
（福岡県）

関西
(大阪府)

四国
（香川県）

関東
（東京都）

5月

6月

7月

7月

北海道

関東
（東京都）

中部
（愛知県）

9月

10月
中国

（広島県）

11月

8月
九州

（福岡県）

関東
（東京都）

関西
（大阪府）

1月

2月

3月

申込方法等の詳細は、HPまたは事務局までお気軽にお問い合わせください。

建築物石綿含有建材調査者講習 【講習事務局】
（一財）日本環境衛生センター
研修広報部研修事業課 石綿講習チーム

℡：０４４－２８８－４９１９受講料 118,800円（税込）

平成27年度の講習日程
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